新出資料『玉てはこ物語』について by 渡辺 守那 et al.
新
出
資
料
『
玉
て
は
こ
物
語
』
に
つ
い
て
渡
辺
守
邦
は
じ
め
に
古
書
目
録
に
『
玉
て
は
こ
物
語
』
と
い
う
写
本
が
載
っ
た
注
１
。
新
出
資
料
と
い
う
こ
と
で
見
開
き
の
図
版
一
葉
を
掲
げ
る
と
と
も
に
解
説
は
長
文
に
わ
た
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
図
版
と
解
説
と
か
ら
こ
の
新
出
資
料
の
素
性
が
か
な
り
の
程
度
ま
で
は
っ
き
り
す
る
。
ど
う
や
ら
中
世
の
関
東
天
台
で
法
華
経
を
講
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
譬
喩
と
し
て
使
わ
れ
た
説
話
の
寄
せ
集
め
と
思
し
く
、『
法
華
経
直
談
鈔
』
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
の
典
籍
を
出
自
と
す
る
可
能
性
が
高
い
。
以
下
、
順
を
追
っ
て
考
察
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
一
『
玉
て
は
こ
物
語
』
と
『
法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔
』
ま
ず
古
書
目
録
の
解
説
（
以
下
に
《
解
説
》
と
略
称
）
を
、
い
さ
さ
か
長
文
に
わ
た
る
こ
と
を
恐
れ
つ
つ
も
全
文
を
引
用
し
て
み
る
。
五
五
玉
て
は
こ
物
語
江
戸
期
写
新
出
資
料
一
帙
一
冊
縦
一
九
・
四
糎
、
横
一
三
・
六
糎
、
袋
綴
本
。
薄
茶
色
表
紙
。
表
紙
中
央
上
部
に
、
浅
葱
色
金
泥
題
簽
で
「
玉
て
は
こ
」
と
あ
る
。
表
紙
右
上
部
に
「
東
三
三
」
と
朱
書
し
た
紙
片
を
貼
付
し
て
あ
る
が
、
摩
耗
が
激
し
い
。
右
下
部
及
び
左
上
部
に
「
東
卅
四
（
三
）（「
四
」
を
ミ
セ
ケ
チ
し
て
右
側
に
「
三
」
と
修
― １ ―
正
）」
と
墨
書
し
た
紙
片
を
貼
付
し
て
あ
る
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
毎
半
葉
八
行
、
和
歌
は
二
字
下
げ
二
行
書
き
。
綴
じ
糸
切
れ
、
虫
損
が
見
ら
れ
る
。
外
題
内
題
な
し
。
一
丁
表
に
「
和
学
講
談
所
」
の
印
記
。
題
簽
は
後
に
貼
付
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
表
紙
見
返
に
「
た
ま
て
は
こ
」
と
墨
書
し
て
あ
る
の
が
透
け
て
見
え
る
こ
と
か
ら
、
元
々
は
共
紙
表
紙
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
二
つ
の
短
い
説
話
が
章
立
て
な
し
で
連
続
し
て
お
り
、
改
行
に
よ
っ
て
二
つ
が
分
け
ら
れ
て
い
る
。
表
題
は
二
つ
め
の
説
話
の
和
歌
に
拠
る
。
一
つ
め
の
話
は
、
或
る
女
房
が
「
子
を
捨
つ
る
形
見
の
卒
塔
婆
い
か
ば
か
り
さ
ら
で
は
何
と
お
や
を
た
す
け
ん
」
と
い
う
和
歌
を
書
き
付
け
た
卒
塔
婆
と
共
に
子
を
捨
て
る
。
子
は
成
長
し
て
学
匠
と
な
り
、
母
を
求
め
て
施
行
す
る
。「
た
す
け
ん
」
を
「
尋
ね
ん
」
と
書
き
換
え
た
と
こ
ろ
、
再
会
し
、
親
子
共
々
往
生
し
た
、
と
い
う
も
の
。『
賢
問
子
行
状
記
』
に
同
型
の
説
話
が
載
る
。
二
つ
め
の
話
は
、
賀
茂
の
神
主
と
家
の
女
房
侍
従
の
間
に
生
ま
れ
た
男
子
が
、
手
箱
の
掛
子
に
入
れ
て
捨
て
ら
れ
る
。
そ
の
子
は
土
御
門
大
納
言
に
拾
わ
れ
、
叡
山
で
僧
正
と
な
る
。
後
に
嵯
峨
の
釈
迦
堂
に
て
、
手
箱
を
機
縁
と
し
て
両
親
と
子
が
再
会
す
る
、
と
い
う
も
の
。
表
題
と
も
な
っ
た
「
玉
手
箱
」
の
歌
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。
実
の
親
に
捨
て
ら
れ
た
子
が
貴
僧
と
な
り
、
捨
て
た
際
の
形
見
を
機
縁
と
し
て
親
子
が
再
会
す
る
点
が
両
話
の
共
通
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、
成
立
の
経
緯
は
不
明
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
新
出
の
資
料
で
あ
る
。
猶
、
上
段
に
収
載
の
「
あ
か
は
だ
か
物
語
」
も
「
和
学
講
談
（
マ
マ
）
所
」
の
印
記
が
あ
り
、
紙
質
や
題
箋
、
法
量
も
よ
く
似
て
お
り
、
し
か
も
同
筆
と
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
両
者
は
同
時
期
に
、
同
じ
人
物
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
最
終
段
落
は
同
じ
目
録
に
「
五
四
あ
か
は
だ
か
物
語
」
と
し
て
載
る
写
本
の
こ
と
を
述
べ
る
が
、
こ
の
物
語
に
つ
い
て
は
、
後
に
も
触
れ
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
古
書
目
録
に
は
《
解
説
》
に
併
せ
て
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
分
の
本
文
が
図
版
（
こ
れ
も
以
下
に
《
図
版
》
と
略
称
す
る
）
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
本
文
を
翻
字
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
『
玉
て
は
こ
物
語
』
の
素
性
の
解
明
に
役
立
つ
手
が
か
り
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
は
ず
な
の
で
、
慎
重
を
期
し
て
行
替
え
も
そ
の
ま
ま
に
翻
刻
し
て
み
た
。
〔
第
一
ペ
ー
ジ
〕
１
を
た
て
ゝ
此
子
は
や
く
す
つ
へ
し
し
か
ら
す
２
は
お
や
こ
と
も
に
こ
ろ
す
へ
し
と
て
― ２ ―
３い
か
り
た
り
ち
か
ら
を
よ
は
す
此
子
を
４
す
つ
る
す
い
こ
天
皇
の
御
時
こ
か
ね
に
５
て
き
く
の
も
ん
を
す
へ
た
る
お
ん
て
は
こ
６
を
明
神
に
御
き
し
ん
あ
り
此
子
を
ね
７
り
ぬ
き
の
き
ぬ
に
つ
ゝ
み
か
の
て
は
こ
の
８
か
け
こ
に
入
て
か
も
川
の
へ
ん
に
す
て
た
り
〔
第
二
ペ
ー
ジ
〕
１
ほ
う
お
う
く
は
ん
ね
ん
八
月
の
こ
と
な
る
に
２
つ
ち
み
か
と
の
大
な
こ
ん
と
い
ふ
人
か
も
の
３
明
神
に
つ
や
し
て
あ
か
つ
き
け
か
ふ
あ
４
る
に
か
わ
ら
に
ち
い
さ
き
も
の
ゝ
な
く
こ
ゑ
５
し
け
れ
は
人
を
つ
か
は
し
て
み
せ
ら
れ
６
け
り
か
へ
り
て
し
か


と
申
た
り
此
子
７
め
し
よ
せ
み
つ
か
ら
ふ
と
こ
ろ
に
い
れ
て
８
い
へ
に
か
へ
り
し
か
れ
は
さ
ん
も
ん
に
の
ほ
よ
ん
ど
こ
ろ
な
い
事
情
で
乳
飲
み
子
を
捨
て
る
こ
と
に
な
っ
て
母
親
は
、
推
古
天
皇
ご
寄
進
の
手
箱
か
ら
懸
子
を
抜
き
取
り
嬰
児
を
練
絹
に
包
ん
で
入
れ
て
賀
茂
の
河
原
に
捨
て
る
。
賀
茂
社
に
通
夜
し
た
土
御
門
大
納
言
は
下
向
の
途
次
、
赤
子
の
泣
声
を
聞
き
つ
け
懐
に
入
れ
て
屋
形
へ
も
ど
っ
た
、
と
い
う
あ
ら
ず
じ
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
す
な
わ
ち
《
解
説
》
に
い
う
第
二
話
、
つ
ま
り
、
母
親
と
は
賀
茂
の
神
主
の
家
女
房
侍
従
で
あ
り
、
懸
子
に
入
れ
て
捨
て
ら
れ
た
子
は
土
御
門
大
納
言
に
拾
わ
れ
た
が
、
思
い
の
ほ
か
賢
か
っ
た
の
で
叡
山
に
登
せ
て
学
問
を
さ
せ
た
と
こ
ろ
僧
正
と
な
り
、
嵯
峨
清
涼
寺
の
釈
迦
堂
に
お
い
て
手
箱
を
証
拠
に
両
親
と
再
会
す
る
、
と
い
う
話
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
一
話
は
『
法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔
』
に
載
る
尊
弁
僧
正
の
逸
話
と
重
な
る
。
こ
れ
も
長
文
に
わ
た
る
が
全
文
を
引
用
す
る
。
ノ
テ
事
ヲ
ニ
ス
ノ
ニ
一
、
物
語
云
、
賀
武
神
主
歎
レ
無
レ
子
明
神
祈
誓
。
女
房
達
中
ト
ニ
テ
セ
ノ
ン
ト
侍
従
云
女
契
令
二
懐
妊
一
。
亭
主
女
房
嗔
レ
之
欲
レ
害
。
而
推
古
天
ノ
ニ
テ
ヲ
ヲ
ヲ
ヲ
ニ
皇
御
宇
以
二
小
金
一
菊
重
タ
ル
文
打
就
タ
ル
御
手
箱
神
殿
御
寄
進
ニ
テ
ノ
ニ
テ
ノ
リ
ニ
有
ケ
リ
。
彼
御
手
箱
懸
籠
入
レ
之
練
貫
絹
引
韜
、
賀
武
河
辺
捨
ノ
ノ
ニ
シ
テ
玉
ヘ
リ
。
宝
応
元
年
八
月
土
御
門
大
納
言
賀
武
宮
通
夜
暁
下
シ
ニ
キ
ク
シ
テ
ヲ
玉
フ
ニ
向
玉
フ
ニ
、
河
原
少
者
泣
声
シ
ケ
リ
。
遣
二
御
随
身
一
令
レ
見
リ
テ
ス
セ
ラ
ニ
テ
ニ
レ
之
、
返
参
シ
カ


ト
申
。
サ
ラ
ハ
ト
テ
召
寄
自
御
懐
入
家
リ
シ
玉
ニ
テ
ニ
セ
テ
帰
養
二
育
之
一
、
触
レ
事
利
根
也
ケ
レ
ハ
登
二
天
台
山
一
出
家
学
シ
ニ
ス
ト
ノ
テ
文
、
無
レ
程
貴
僧
成
玉
ヒ
テ
号
二
尊
弁
僧
正
一
。
三
十
三
時
於
二
嵯
ノ
ニ
峨
釈
迦
堂
一
御
説
法
有
ケ
リ
。
ト
ハ
ル
ヲ
ヲ
テ
テ
シ
ニ
テ
サ
テ
彼
侍
従
殿
云
女
房
捨
レ
子
事
悲
頓
出
家
比
丘
尼
成
廻
二
諸
ヲ
テ
ニ
ノ
ヒ
カ
ノ
国
一
詣
二
霊
仏
霊
社
一
、
捨
ニ
シ
子
後
世
ヲ
モ
訪
我
身
二
世
安
楽
― ３ ―
ヒニ
ヲ
モ
祈
玉
ヒ
ケ
ル
カ
、
三
十
三
年
ト
云
時
及
二
老
期
一
ケ
レ
ハ
、
ク
ト
リ
シ
テ
ヲ
玉
フ
ニ
キ
ノ
ル
無
レ
何
古
郷
恋
サ
ノ
余
ニ
指
レ
都
上
。
嵯
峨
寺
コ
ソ
貴
人
説
法
有
シ
リ
ニ
由
ヲ
申
テ
道
俗
群
集
参
ケ
ル
程
、
我
モ
聴
聞
申
サ
ハ
ヤ
ト
思
テ
ル
嵯
峨
野
ヲ
透
ト
テ
、
待
ケ
ル
ヤ
今
コ
ノ
野
ヘ
ノ
蓬
生
ニ
テ
ツ
カ
ラ
シ
ケ
ル
野
辺
ノ
道
カ
ナ
シ
サ
テ
御
堂
ニ
参
テ
御
説
法
聴
聞
玉
ヒ
ケ
ル
ガ
、
殊
勝
中


カ
テ
申
モ
愚
也
。
御
説
法
終
諸
人
皆
帰
ケ
レ
ト
モ
此
比
丘
尼
一
人
僧
リ
リ
正
ニ
尋
申
度
事
有
ト
テ
留
ケ
リ
。
即
御
前
ニ
参
テ
、
サ
テ
モ
不
リ
ハ
ナ
ル
ノ
レ
ノ
審
ノ
事
有
ト
テ
尋
申
、
僧
正
何
人
御
子
、
亦
何
処
ヨ
リ
出
玉
ハ
モ
モ
フ
耶
。
僧
正
仰
云
、
我
無
レ
父
無
レ
母
捨
子
ニ
テ
有
ケ
リ
ト
如
上
テ
テ
ク
ノ
ハ
ノ
云
云
。
彼
尼
重
申
云
、
加
様
事
末
世
御
物
語
ニ
モ
成
事
ニ
テ
、
セ
ハ
ヽ
哀
其
懸
籠
ヲ
見
参
候
ヤ
ト
所
望
申
間
、
聖
人
取
出
玉
ヘ
リ
。
彼
マ
テ
ノ
テ
比
丘
尼
何
ト
シ
テ
カ
其
迄
ハ
彼
手
箱
ヲ
持
タ
リ
ケ
ン
、取
出
合
二
ノ
ヲ
ノ
カ
彼
懸
籠
一
テ
見
玉
ヘ
ハ
少
モ
チ
カ
ハ
ス
。
其
時
僧
正
ハ
我
子
ニ
ノ
テ
ヲ
ハ
シ
ケ
リ
ト
テ
名
乗
合
玉
へ
り
。
真
実
父
モ
養
父
モ
于
今
玉
ヒ
ノ
存
生
シ
ケ
レ
ハ
彼
僧
正
ト
一
所
ニ
寄
合
ケ
ル
。
不
思
義
事
也
。
玉
手
箱
ナ
カ
ニ
カ
ケ
コ
ノ
ナ
カ
リ
セ
ハ
フ
タ
ミ
ソ
ロ
ヘ
テ
イ
カ
ヽ
ア
フ
ヘ
キ
（『
法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔
』
巻
二
十
三
薬
王
本
事
品
第
三
「
焼
身
焼
臂
供
養
不
同
事
注
２
」）
い
ま
、
翻
刻
に
あ
た
り
句
読
点
を
私
に
補
い
、
適
宜
改
行
し
た
。
以
下
の
引
用
も
同
様
で
あ
る
。
法
華
経
第
二
十
三
薬
王
品
の
「
如
子
得
母
」（
索
引
七
二
ｄ
一
六
注
３
）
の
経
義
を
譬
喩
に
よ
り
敷
衍
し
よ
う
と
し
て
援
用
さ
れ
た
例
話
で
あ
る
。
土
御
門
大
納
言
、
推
古
天
皇
ご
寄
進
の
手
箱
と
懸
子
、
賀
武
（
賀
茂
）
の
河
原
と
、
登
場
人
物
も
小
道
具
も
舞
台
も
共
通
し
、
さ
ら
に
は
「
宝
応
元
年
」
と
い
う
偽
年
号
ま
で
が
重
な
り
合
う
。
お
そ
ら
く
《
図
版
》
か
ら
外
れ
て
翻
刻
が
叶
わ
な
か
っ
た
前
後
の
ペ
ー
ジ
も
同
様
に
大
筋
で
一
致
し
、『
玉
て
は
こ
物
語
』
の
こ
の
一
話
が
叡
山
の
尊
弁
僧
正
の
逸
話
で
あ
っ
た
と
い
う
推
測
を
支
え
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
余
談
な
が
ら
永
井
義
憲
氏
は
尊
弁
の
こ
の
一
話
を
『
法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔
』
の
著
者
天
台
僧
尊
舜
が
見
聞
し
た
同
時
代
の
実
話
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
注
４
。
二
『
玉
て
は
こ
物
語
』
と
『
法
華
経
直
談
鈔
』
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
細
か
な
一
致
を
見
せ
る
も
の
の
、『
玉
て
は
こ
物
語
』
第
二
話
の
出
所
を
『
法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔
』
と
結
論
づ
け
る
の
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
詳
し
い
重
な
り
あ
い
を
見
せ
る
典
籍
が
別
に
存
在
す
る
と
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
詳
し
く
重
な
り
あ
う
の
は
『
法
華
経
直
談
鈔
』
所
収
の
以
下
の
一
話
で
あ
る
。
― ４ ―
ノテ
ヲ
ニ
ス
物
語
云
、
昔
賀
茂
神
主
歎
二
子
無
事
一
明
神
祈
誓
。
或
時
召
使
ノ
ニ
ト
ニ
ル
ニ
シ
テ
ヲ
メ
リ
ノ
女
房
達
中
侍
従
云
女
房
契
、
無
レ
程
懐
妊
男
子
一
人
産
。
亭
主
ニ
テ
ニ
女
房
大
腹
▼
立
、
此
子
早
可
レ
捨
。
不
レ
然
者
親
子
共
可
レ
害
レ
之
テ
タ
リ
ヲ
ニ
ノ
ニ
テ
ノ
ヲ
云
嗔
。
不
レ
及
レ
力
此
子
捨
也
。
而
推
古
天
王
御
時
金
菊
文
ス
ヲ
ニ
（
マ
マ
）
ア
リ
ヲ
ノ
ニ
テ
ノ
ニ
テ
ヱ
タ
ル
御
手
箱
明
神
御
奇
進
。
此
子
練
貫
絹

彼
手
箱
懸
子
入
、
ノ
ニ
タ
リ
ノ
ナ
ル
ニ
ノ
ト
ノ
賀
茂
河
辺
捨
。
宝
応
元
年
八
月
事
、
土
御
門
大
納
言
云
人
賀
茂
ニ
シ
テ
ル
ニ
ニ
ノ
ク
シ
ケ
レ
ハ
シ
テ
ヲ
明
神
通
夜
、
暁
下
向
有
、
河
原
少
者
鳴
声
、
遣
レ
人
被
レ
見
也
。
テ
ト
タ
リ
ヲ
ラ
ニ
テ
ニ
ヲ
セ
ラ
ル
ヽ
ニ
ナ
ル
帰
然
然
申
。
此
子
召
寄
自
懐
入
家
帰
▲
是
養
育
利
根
事
ニ
タ
リ
ハ
セ
テ
ニ
サ
セ
ラ
ル
ヽ
ト
世
勝
。
然
登
二
山
門
一
出
家
学
文
勝
レ
人
、
無
レ
程
貴
僧
成
、
ハ
ト
ノ
ノ
ニ
ア
リ
名
尊
弁
僧
正
申
也
。
卅
三
時
於
二
嵯
峨
釈
迦
堂
一
説
法
。
ノ
ノ
ハ
ヲ
タ
ル
ヲ
テ
テ
シ
ニ
ヲ

彼
母
侍
従
公
子
捨
事
歎
頓
出
家
比
丘
尼
成
廻
二
諸
国
一
詣
二
タ
ル
ノ
ヲ
モ
ノ
ヲ
モ
ケ
ル
ニ
ト
ヤ
霊
仏
一
捨
子
後
世
訪
又
我
身
後
生
被
レ
祈
、
卅
三
年
云
時
早
ニ
ト
レ
ハ
ノ
サ
ニ
シ
テ
ヲ
ラ
ル
ヽ
ニ
ニ
ソ
良
老
身
成
、
無
レ
何
古
郷
恋
指
レ
都
登
処
、
折
節
嵯
峨
社
貴
ノ
ト
テ
ヲ
テ
ン
ト
ヘ
ソ
ケ
リ
人
御
説
法
有
貴
賤
上
下
参
見
、
サ
ラ
ハ
参
思
、
嵯
峨
被
レ
参
。
ヘ
ヲ
ア
ル
ニ
サ
モ
ヲ
釈
迦
堂
参
説
法
聴
聞
殊
勝
中
々
申
愚
也
。
又
彼
御
僧
ツ
ク
ル
ニ
ト
カ
ヘ
ノ
ノ
ニ
タ
レ
ハ
ハ


ト
見
、
何
哉
覧
我
等
古
妻
面
影
似
床
敷
、
諸
人
皆
下
レ
ト
モ
ノ
ハ
ニ
ト
テ
テ
ニ
向
有
此
比
丘
尼
一
人
僧
正
尋
申
度
事
有
留
、
諸
人
帰
畢
後
ノ
ニ
ハ
ナ
レ
ト
モ
ニ
ニ
僧
正
前
参
被
レ
申
様
、
聊
爾
不
審
存
事
有
故
尋
申
也
。
サ
テ
ノ
ハ
ク
ソ
ナ
ル
ノ
ニ
テ
ス
ソ
ト
ノ
ニ
ハ
ニ
モ
僧
正
御
里
何
、
又
何
人
御
子
御
座
云
云
。
僧
正
仰
我
ト
テ
ノ
玉
フ
ハ
ヲ
テ
ニ
無
二
父
母
一
捨
子
也
云
如
二
上
件
一
語
。
比
丘
尼
是
聞
尚
々
不
審
思
、
ノ
ヲ
セ
レ
ト
ス
ハ
ヲ
テ
ノ
哀
々
其
手
箱
懸
子
御
見
有
所
望
。
僧
正
手
箱
懸
子
取
寄
彼
比
ニ
タ
リ
ハ
ノ
ヲ
テ
ニ
ノ
ニ
テ
丘
尼
被
レ
見
。
比
丘
尼
此
懸
子
以
急
賀
茂
行
、
古
我
妻
尋
合
此
ヲ
タ
リ
テ
ヲ
シ
テ
シ
テ
ル
ニ
モ
由
語
。
其
時
神
主
頓
彼
手
箱
取
出
合
見
少
不
レ
違
。
其
時
父
ニ
ソ
ノ
ナ
レ
ナ
レ
ナ
レ
ト
タ
リ
ニ
母
子
共
諸
共
我
社
真
実
母
父
子
名
乗
合
。
其
時
歌
、
ニ
ノ
フ
タ
ミ
ヘ
テ
カ
フ
玉
手
箱
中
懸
子
無
カ
リ
セ
ハ
蓋
実
調
何
合
ヘ
キ
（『
法
華
経
直
談
鈔
』
巻
九
末
、
薬
王
本
事
品
第
十
三
「
被
捨
子
学
匠
成
事
注
５
」）。
同
じ
く
尊
弁
僧
正
の
逸
話
で
あ
り
、
▼
と
▲
と
を
使
っ
て
囲
っ
た
部
分
が
『
玉
て
は
こ
物
語
』
か
ら
の
翻
刻
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。
こ
こ
に
姿
を
現
わ
し
た
の
は
『
玉
て
は
こ
物
語
』
と
う
り
二
つ
の
そ
っ
く
り
さ
ん
で
あ
る
。
こ
の
重
な
り
あ
い
が
ど
の
程
度
重
な
り
ま
た
相
違
す
る
の
か
、
具
体
例
を
拾
っ
て
み
よ
う
。
『
法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔
』
と
『
法
華
経
直
談
鈔
』
と
は
と
も
に
捨
子
尊
弁
僧
正
の
母
子
再
会
譚
を
叙
べ
る
こ
と
に
お
い
て
相
違
は
な
い
も
の
の
、
表
現
の
細
部
に
は
若
干
の
食
い
違
い
は
存
在
す
る
。
例
え
ば
尊
弁
が
捨
て
ら
れ
た
と
き
の
入
れ
物
を
『
法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔
』
ニ
テ
ノ
ニ
テ
が
「
懸
籠
入
レ
之
練
貫
絹
引
韜
」
と
し
、『
法
華
経
直
談
鈔
』
は
「
練
ノ
ニ
テ
ノ
ニ
テ
貫
絹

彼
手
箱
懸
子
入
」
と
す
る
。
練
貫
の
絹
で
赤
子
の
入
っ
た
懸
籠
を
包
ん
だ
の
か
練
貫
の
絹
で
包
ん
だ
赤
子
を
懸
籠
に
入
れ
た
の
か
と
の
違
い
で
あ
る
。
こ
の
場
面
を
『
玉
た
は
こ
物
語
』
は
、
此
子
を
ね
り
ぬ
き
の
き
ぬ
に
つ
ゝ
み
か
の
て
は
こ
の
か
け
こ
に
入
て
か
も
川
の
へ
ん
に
す
て
た
り
― ５ ―
と
し
て
文
言
を
『
法
華
経
直
談
鈔
』
に
一
致
さ
せ
る
。『
法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔
』
と
『
法
華
経
直
談
鈔
』
と
の
間
に
存
在
す
る
他
の
小
異
に
関
し
て
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
詳
述
を
避
け
る
が
、
同
様
で
あ
っ
て
例
外
を
見
出
さ
な
い
。
頭
か
ら
尻
尾
ま
で
と
評
し
て
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
の
一
致
は
、
そ
れ
ゆ
え
次
の
よ
う
な
事
実
を
も
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
。『
玉
て
は
こ
物
語
』
は
《
図
版
》
の
最
終
行
を
、
い
へ
に
か
へ
り
し
か
れ
は
さ
ん
も
ん
に
の
ほ
と
し
て
表
現
が
こ
な
れ
な
い
。
こ
の
箇
所
に
相
当
す
る
『
法
華
経
直
談
鈔
』
の
行
文
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
ニ
ヲ
セ
ラ
ル
ヽ
ニ
ナ
ル
ニ
タ
リ
ハ
セ
テ
ニ
サ
セ
ラ
ル
ヽ
家
帰
是
養
育
利
根
事
世
勝
。
然
登
二
山
門
一
出
家
学
ト
ハ
ト
文
勝
レ
人
、
無
レ
程
貴
僧
成
、
名
尊
弁
僧
正
申
也
。
つ
ま
り
『
玉
て
は
こ
物
語
』
最
後
の
一
行
に
は
意
味
の
折
れ
曲
っ
た
箇
所
が
存
在
す
る
。
そ
の
箇
所
に
、
い
へ
に
か
へ
り
※
し
か
れ
は
さ
ん
も
ん
に
の
ほ
と
※
印
を
付
け
、
そ
こ
に
『
法
華
経
直
談
鈔
』
か
ら
傍
線
を
施
し
た
文
言
を
抜
い
て
挿
入
す
る
と
き
、
ヲ
セ
ラ
ル
ヽ
ニ
ナ
ル
ニ
タ
リ
い
へ
に
か
へ
り
「
是
養
育
利
根
事
世
勝
」。
し
か
れ
は
さ
ん
も
ん
に
の
ぼ
セ
テ
と
文
意
が
通
じ
、
さ
ら
に
は
後
文
に
も
、
ヲ
セ
ラ
ル
ヽ
ニ
ナ
ル
ニ
タ
リ
是
養
育
利
根
事
世
勝
。
し
か
れ
は
さ
ん
も
ん
に
の
ぼ
セ
セ
テ
ニ
サ
セ
ラ
ル
ヽ
テ
（
登
二
山
門
一
）
出
家
学
文
勝
レ
人
…
…
と
淀
み
な
く
続
く
。
賀
茂
の
河
原
で
拾
っ
た
子
が
思
い
の
ほ
か
に
聡
明
だ
っ
た
の
で
教
育
を
叡
山
に
託
し
た
と
こ
ろ
、
は
た
せ
る
か
な
学
問
が
進
み
高
僧
と
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。『
玉
て
は
こ
物
語
』
の
当
該
箇
所
が
難
解
な
の
は
、
ペ
ー
ジ
の
変
わ
り
目
と
い
う
位
置
が
障
害
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、『
法
華
経
直
談
鈔
』
の
ワ
ン
・
フ
レ
ー
ズ
が
す
っ
ぽ
り
欠
け
て
い
た
こ
と
を
原
因
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
関
係
は
、
こ
と
ほ
ど
左
様
に
逐
語
的
な
重
な
り
を
呈
し
、
脱
文
の
存
在
を
立
証
す
る
に
足
る
緊
密
さ
を
保
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
『
玉
て
は
こ
物
語
』
は
二
話
か
ら
な
る
が
、
そ
の
う
ち
の
第
二
話
尊
弁
僧
正
母
子
一
件
の
正
体
が
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
。
残
り
の
一
つ
、
捨
子
に
添
え
た
卒
塔
婆
が
母
子
の
再
会
を
も
た
ら
す
と
い
う
第
一
話
の
方
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
こ
ち
ら
は
、
し
か
し
、《
図
― ６ ―
版
》
の
掲
出
も
な
く
、
頼
り
に
で
き
る
の
は
、
或
る
女
房
が
「
子
を
捨
つ
る
形
見
の
卒
塔
婆
い
か
ば
か
り
さ
ら
で
は
何
と
お
や
を
た
す
け
ん
」
と
い
う
和
歌
を
書
き
付
け
た
卒
塔
婆
と
共
に
子
を
捨
て
る
。
子
は
成
長
し
て
学
匠
と
な
り
、
母
を
求
め
て
施
行
す
る
。「
た
す
け
ん
」
を
「
尋
ね
ん
」
と
書
き
換
え
た
と
こ
ろ
、
再
会
し
、
親
子
共
々
往
生
し
た
、
と
い
う
も
の
。
と
い
う
《
解
説
》
だ
け
で
あ
っ
て
条
件
が
整
わ
な
い
。
し
か
し
、
実
は
と
ん
で
も
な
い
着
想
が
こ
の
問
題
に
新
た
な
展
開
を
も
た
ら
す
。
と
ん
で
も
な
い
着
想
と
は
、
こ
の
一
話
も
ま
た
『
法
華
経
直
談
鈔
』
に
類
話
を
載
せ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
か
と
い
う
臆
測
で
あ
る
。
当
る
も
八
卦
に
類
す
る
無
責
任
な
推
測
で
あ
る
が
、
こ
の
推
測
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
類
話
と
は
、
都
に
住
む
貧
女
が
老
い
た
父
親
を
養
う
た
め
に
三
歳
に
な
る
子
を
捨
て
る
と
い
う
二
十
四
孝
さ
な
が
ら
の
感
動
的
な
一
話
で
あ
る
。
ノ
ニ
ア
リ
ニ
ト
ニ
ル
ヲ
物
語
云
、
都
辺
ヤ
モ
メ
女
房
一
人
。
七
十
成
父
三
歳
成
子
タ
リ
シ
テ
ニ
ム
ト
ト
ノ
ヲ
ヲ
ハ
持
。
無
二
食
物
一
飢
臨
也
。
故
父
子
二
人
ス
ゴ
シ
カ
ネ
テ
我
子
テ
キ
ノ
ノ
ニ
テ
ヲ
ニ
ヲ
連
行
仁
和
寺
橋
下
捨
、
我
父
計
養
也
。
而
此
女
房
子
捨
時
一
尺
ニ
ヲ
リ
ニ
ヲ
キ
ニ
ヘ
テ
タ
リ
ニ
四
寸
卒
塔
婆
作
、
是
歌
書
子
添
捨
。
其
歌
云
、
ヲ
ル
ノ
ニ
ト
ヲ
ケ
ン
子
捨
形
見
卒
塔
婆
イ
カ
ハ
カ
リ
サ
ラ
テ
ハ
何
親
助
矣
ヲ
テ
ヘ
キ
ニ
ハ
山
法
師
此
子
拾
我
在
所
連
行
メ
ノ
ト
ヲ
取
ソ
タ
ツ
ル
ニ
、
後
ノ
ニ
リ
ト
テ
ニ
ト
三
塔
一
学
匠
成
、
乗
仙
僧
都
天
下
無
レ
隠
人
成
也
。
ニ
ン
ヲ
ヲ
玉
ハ
ノ
ト
テ
其
後
此
僧
都
為
レ
尋
レ
母
、
若
又
此
世
過
後
生
菩
提
為
、
於
二
ニ
ヲ
シ
ク
ヲ
ノ
ニ
ノ
シ
テ
タ
ル
坂
本
一
百
日
談
義
同
施
行
被
レ
引
也
。
左
手
母
捨
時
添
捨
卒
塔
ヲ
テ
ノ
ニ
ハ
ヲ
ヲ
ニ
レ
ト
モ
ニ
婆
持
右
手
料
足
以
施
行
引
、六
十
日
七
十
日
過
母
不
二
尋
合
一
。
ノ
ノ
ヲ
タ
リ
其
時
僧
都
卒
塔
婆
歌
末
書
替
。
ヲ
ル
ノ
リ
ラ
テ
ハ
ト
ヲ
ン
子
捨
形
見
卒
塔
婆
イ
カ
計
去
何
親
尋
ノ
ニ
ノ
シ
カ
ヲ
テ
ヲ
ス
其
後
多
非
人
中
老
女
有
、
此
卒
塔
婆
見
涙
ハ
ラ


ト
流
也
。
ヲ
イ
テ
カ
ニ
ヲ
シ
テ
セ
ハ
ハ
ト
ニ
僧
都
此
由
見
玉
密
人
遣
呼
寄
、
我
子
也
、
我
母
也
互
名
乗
ニ
ヲ
ヒ
ヲ
テ
シ
玉
フ
ノ
ニ
給
也
。
其
後
草
庵
結
母
置
朝
夕
養
育
也
。
依
二
子
教
化
一
一
心
ニ
ヲ
ニ
ヲ
玉
ヘ
リ
ノ
ハ
ノ
ハ
モ
不
乱
後
生
願
、
母
諸
共
往
生
遂
。
子
程
宝
無
レ
之
。
在
家
人
最
シ
ヲ
ノ
ヨ
リ
テ
ニ
祈
誓
子
可
レ
持
事
也
。
是
即
淫
欲
方
取
寄
終
入
二
仏
道
一
也
。
（『
法
華
経
直
談
鈔
』
巻
十
本
、
普
門
品
第
卅
五
「
捨
子
養
父
之
事
注
６
」）
仁
和
寺
の
橋
下
に
捨
て
ら
れ
た
嬰
児
は
叡
山
の
法
師
の
拾
い
養
う
と
こ
ろ
と
な
り
、
三
塔
一
の
学
匠
に
育
っ
て
乗
仙
僧
都
と
名
乗
る
。
乗
仙
は
母
恋
し
さ
の
あ
ま
り
に
江
州
坂
本
に
出
て
百
日
間
の
施
行
を
引
く
。
子
別
れ
に
当
っ
て
母
親
が
授
け
た
「
子
を
捨
つ
る
形
見
の
卒
塔
婆
い
か
ば
か
り
さ
ら
で
は
何
と
お
や
を
た
す
け
ん
」
と
い
う
和
歌
を
記
し
た
卒
塔
婆
を
手
に
辻
立
ち
し
て
み
た
が
、
六
十
日
七
十
日
が
経
― ７ ―
過
し
て
も
母
と
名
乗
り
出
る
者
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
和
歌
の
末
句
を
少
し
代
え
て
み
た
と
こ
ろ
、
集
ま
っ
た
貧
人
の
中
に
涙
を
流
す
老
女
が
い
た
。
や
が
て
親
子
の
名
乗
り
を
は
た
し
、
母
は
乗
仙
の
教
化
を
受
け
て
修
行
に
励
み
、
親
子
と
も
ど
も
極
楽
往
生
の
素
懐
を
遂
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
第
二
話
の
尊
弁
説
話
は
《
図
版
》
の
部
分
が
『
法
華
経
直
談
鈔
』
に
そ
っ
く
り
で
あ
っ
た
。
加
え
て
そ
の
あ
ら
す
じ
も
ま
た
《
解
説
》
の
記
事
と
矛
盾
す
る
箇
所
を
見
出
さ
な
い
。
第
一
話
も
類
話
と
指
摘
し
た
『
法
華
経
直
談
鈔
』
の
話
と
《
解
説
》
の
記
事
と
は
齟
齬
せ
ず
、
図
版
の
開
示
も
な
く
確
証
を
欠
く
憾
み
は
残
る
も
の
の
、
第
二
話
同
様
の
重
な
り
を
文
言
の
細
部
に
わ
た
っ
て
呈
す
る
も
の
と
考
え
て
も
大
過
な
か
ろ
う
。
つ
ま
り
『
玉
て
は
こ
物
語
』
は
『
法
華
経
直
談
鈔
』
に
載
る
あ
ま
た
の
例
話
か
ら
捨
て
子
の
説
話
二
つ
を
抜
き
、
流
麗
な
仮
名
交
じ
り
文
に
書
き
直
し
た
も
の
と
の
結
論
に
到
達
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
と
こ
こ
に
至
っ
て
も
一
抹
の
た
め
ら
い
が
あ
っ
て
断
定
を
妨
げ
る
。三
『
玉
て
は
こ
物
語
』
と
『
ひ
そ
め
草
』
た
め
ら
い
は
お
そ
ら
く
直
談
と
い
う
経
論
註
解
の
方
法
に
発
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。『
法
華
経
直
談
鈔
』『
法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔
』
の
二
書
は
直
談
物
と
呼
ば
れ
る
天
台
宗
系
の
注
釈
書
で
あ
る
。
直
談
と
は
、
経
論
を
解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
譬
喩
を
積
極
的
に
利
用
し
、
論
理
の
積
み
重
ね
に
よ
る
説
明
よ
り
は
む
し
ろ
卑
近
な
事
象
の
類
推
を
も
っ
て
達
意
を
計
ろ
う
と
す
る
講
釈
の
こ
と
で
あ
り
、
譬
喩
と
し
て
は
、
こ
と
わ
ざ
・
名
歌
の
ほ
か
に
説
話
・
逸
話
な
ど
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
を
譬
喩
の
側
か
ら
言
え
ば
、
例
話
は
そ
れ
ぞ
れ
経
典
の
特
定
の
箇
所
な
い
し
は
文
言
を
代
弁
す
る
も
の
で
あ
り
、
法
華
経
の
経
文
と
一
対
一
の
対
応
を
す
る
。
た
と
え
ば
『
玉
て
は
こ
物
語
』
の
二
話
に
つ
い
て
い
え
ば
、
第
一
話
の
乗
仙
僧
都
の
説
話
は
普
門
品
の
、
若
有
女
人
設
欲
求
男
礼
拝
供
養
観
世
音
菩
薩
便
生
福
徳
智
恵
之
男
（
若
し
女
人
あ
り
て
、
設
し
男
を
求
め
ん
と
欲
し
て
、
観
世
音
菩
薩
を
礼
拝
し
供
養
せ
ば
、
便
ち
福
徳
・
智
恵
の
男
を
生
ま
ん
注
７
）。
と
い
う
経
文
の
う
ち
の
「
福
徳
智
恵
之
男
」（
索
引
七
六
ａ
二
三
）
を
説
明
す
る
《
直
談
》
で
あ
る
。
た
だ
し
譬
喩
と
し
て
の
例
話
と
経
文
と
の
対
応
が
い
さ
さ
か
分
か
り
に
く
い
。
分
か
り
に
く
い
理
由
は
普
門
品
の
右
の
引
用
の
直
前
に
、
若
有
衆
生
多
於
淫
欲
。
常
念
恭
敬
観
世
音
菩
薩
。
便
得
離
欲
（
若
し
衆
生
あ
り
て
淫
欲
多
か
ら
ん
に
、
常
に
念
じ
て
観
世
音
― ８ ―
菩
薩
を
恭
敬
せ
ば
、
便
ち
欲
を
離
る
る
こ
と
を
得
ん
）。
と
い
う
経
文
（
索
引
七
六
ａ
一
四
〜
一
六
）
が
あ
っ
て
、
淫
欲
の
払
拭
に
観
音
が
与
っ
て
力
あ
る
こ
と
を
い
い
、
淫
欲
を
遠
ざ
け
よ
う
と
す
る
思
い
と
女
人
が
男
児
を
産
み
た
い
と
思
う
こ
と
と
は
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
当
然
の
疑
念
に
対
す
る
反
論
を
も
含
め
て
、
説
明
が
以
下
の
よ
う
な
屈
曲
し
た
論
理
を
た
ど
る
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
観
音
は
衆
生
の
あ
ら
ゆ
る
願
を
叶
え
給
う
菩
薩
で
あ
る
、
そ
れ
ゆ
え
淫
欲
を
絶
つ
願
と
と
も
に
、
淫
欲
を
願
う
願
を
も
聞
き
と
ど
け
る
に
や
ぶ
さ
か
で
な
い
、
淫
欲
の
結
果
と
し
て
子
が
生
ま
れ
、
子
へ
の
愛
着
が
機
縁
と
な
り
仏
道
に
至
っ
た
乗
仙
僧
都
の
母
の
例
も
あ
る
で
は
な
い
か
、
煩
悩
即
菩
提
、
淫
欲
も
仏
道
に
入
る
機
縁
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
―
―
と
。『
法
華
経
直
談
鈔
』
か
ら
の
先
の
引
用
の
末
に
添
え
ら
れ
た
「
是
即
淫
欲
方
取
寄
終
入
二
仏
道
一
也
」
と
い
う
評
言
も
そ
ん
な
意
味
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
話
と
経
文
と
の
対
応
は
第
二
話
の
場
合
、
分
り
や
す
い
。
第
二
話
の
尊
弁
僧
正
を
主
人
公
と
す
る
例
話
は
、
薬
王
品
の
「
如
子
得
母
」（
索
引
七
二
ｄ
一
六
）
と
い
う
経
文
の
《
直
談
》
で
あ
る
。
「
如
子
得
母
」
と
は
薬
王
品
に
い
う
「
値
法
華
経
十
一
譬
」（
法
華
経
に
出
合
う
こ
と
の
で
き
た
喜
び
を
譬
え
る
十
一
の
譬
え
）
の
第
五
譬
で
あ
っ
て
、
子
が
実
母
を
探
し
求
め
て
再
会
を
は
た
し
た
喜
び
の
意
味
、
逢
い
が
た
き
法
華
経
に
出
合
え
た
感
激
を
捨
て
子
が
実
母
を
探
し
当
て
た
喜
び
に
譬
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
尊
弁
僧
正
が
生
み
の
母
に
再
会
す
る
一
話
は
そ
の
ま
ま
「
如
子
得
母
」
と
い
う
経
文
の
《
直
談
》
と
し
て
、
素
直
に
納
得
で
き
る
。
く
り
か
え
し
に
な
る
が
、
例
話
は
経
文
を
説
明
・
理
解
す
る
た
め
の
譬
喩
と
し
て
存
在
し
、
経
文
に
隷
従
す
る
。
第
一
話
の
乗
仙
と
第
二
話
の
尊
弁
と
は
親
に
捨
て
ら
れ
な
が
ら
も
高
僧
と
な
り
、
形
見
を
手
が
か
り
に
母
親
と
の
再
会
を
果
す
こ
と
で
共
通
す
る
が
、
直
談
の
世
界
に
あ
っ
て
こ
の
括
り
か
た
は
あ
り
え
な
い
。
第
一
話
は
普
門
品
に
い
う
観
音
力
の
称
賛
を
《
直
談
》
し
、
第
二
話
は
薬
王
品
に
い
う
法
華
経
そ
の
も
の
の
礼
賛
を
《
直
談
》
す
る
も
の
で
あ
っ
て
範
疇
を
違
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
同
類
と
し
て
一
束
ね
に
束
ね
ら
れ
る
こ
と
な
ど
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。『
玉
て
は
こ
物
語
』
に
見
ら
れ
る
の
は
『
法
華
経
直
談
鈔
』
が
直
談
物
で
あ
る
ゆ
え
ん
の
《
直
談
》
と
い
う
特
性
を
そ
ぎ
落
と
し
た
う
え
で
の
『
法
華
経
直
談
鈔
』
の
活
用
で
あ
り
、
言
葉
を
換
え
れ
ば
、『
法
華
経
直
談
鈔
』
の
宗
教
性
を
払
拭
し
た
利
用
で
あ
る
。
宗
教
性
を
払
拭
し
た
宗
教
書
の
利
用
、
そ
れ
は
天
台
談
義
所
と
距
離
を
置
い
た
者
の
発
想
で
あ
ろ
う
。『
玉
て
は
こ
物
語
』
は
細
部
に
わ
た
っ
て
文
言
を
『
法
華
経
直
談
鈔
』
と
重
ね
あ
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
に
は
思
い
の
ほ
か
の
逕
庭
が
存
在
す
る
。
両
書
が
結
び
つ
く
た
め
に
は
飛
び
石
が
必
要
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
― ９ ―
そ
し
て
飛
び
石
の
役
を
果
し
た
と
思
わ
れ
る
存
在
を
こ
こ
に
名
指
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
仮
名
草
子
『
ひ
そ
め
草
』（
正
保
二
板
）
の
中
巻
第
四
話
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
行
文
を
た
ど
る
。
○
人
の
い
へ
る
を
き
け
は
、
む
か
し
都
の
辺
に
や
も
の
女
房
一
人
有
。
七
十
に
な
る
父
と
三
歳
に
な
る
子
を
持
た
り
。
食
物
な
く
し
て
飢
に
望
む
ゆ
へ
、
父
と
子
の
二
人
を
す
ご
し
か
ね
て
我
子
を
は
つ
れ
て
行
、
仁
和
寺
の
橋
の
下
に
捨
て
、
我
父
計
を
や
し
な
ふ
な
り
。
し
か
る
に
此
女
房
か
の
子
を
捨
る
時
、
一
尺
四
寸
に
卒
塔
婆
を
作
り
こ
れ
に
う
た
を
か
き
、
子
に
そ
へ
て
す
て
た
り
。
其
う
た
に
、
子
を
す
つ
る
か
た
み
の
そ
と
ば
い
か
ば
か
り
さ
ら
で
は
何
と
親
を
た
す
け
ん
と
書
付
た
り
。
山
法
師
此
子
を
拾
て
我
在
所
へ
つ
れ
行
、
め
の
と
を
と
り
そ
だ
つ
る
に
、
後
に
は
三
塔
一
の
学
匠
に
成
、
乗
仙
僧
都
と
て
天
下
に
か
く
れ
な
き
人
と
成
也
。
其
後
に
此
僧
都
は
ゝ
を
た
づ
ね
ん
と
す
。
も
し
又
此
世
を
過
た
ま
は
ゝ
後
生
菩
（
マ
マ
）
提
の
た
め
と
て
、
坂
本
に
お
ゐ
て
百
日
談
儀
を
し
同
し
く
施
行
を
ひ
か
れ
け
る
。
左
の
手
に
母
の
す
て
し
時
そ
へ
て
す
て
た
る
そ
と
は
持
て
右
の
手
に
は
料
足
を
も
つ
て
施
行
を
ひ
く
に
、
六
十
日
七
十
日
過
れ
ど
も
母
に
た
づ
ね
あ
は
ず
。
其
時
僧
都
そ
と
ば
の
う
た
の
す
へ
を
か
き
か
へ
た
り
。
子
を
す
つ
る
か
た
み
の
そ
と
ば
い
か
ば
か
り
さ
ら
で
は
な
に
と
親
を
た
つ
ね
ん
其
後
お
ほ
き
非
人
の
中
に
老
女
の
あ
り
し
か
、
此
そ
と
ば
を
み
て
涙
を
は
ら


と
な
が
す
。
僧
都
此
よ
し
を
見
給
ひ
て
ひ
そ
か
に
人
を
つ
か
は
し
て
よ
び
よ
せ
、
我
は
子
也
、
我
は
母
な
り
と
互
に
名
乗
あ
ひ
給
ふ
也
。
其
後
草
庵
を
む
す
び
母
を
置
て
あ
さ
ゆ
ふ
養
育
し
給
ふ
也
。
子
の
教
化
に
よ
つ
て
一
心
不
乱
に
後
生
を
ね
が
ひ
、
母
も
ろ
共
に
往
生
を
と
げ
給
へ
り
。
さ
ら
に
こ
の
先
、
改
行
す
る
こ
と
も
な
く
、
次
の
一
話
が
連
続
す
る
。
又
む
か
し
、
賀
茂
の
神
主
子
な
き
事
を
歎
て
明
神
に
き
せ
い
す
。
或
時
め
し
つ
か
ふ
女
房
達
の
中
に
侍
従
と
い
ふ
女
房
に
ち
ぎ
り
け
る
に
、
程
な
く
懐
妊
し
て
男
子
を
一
人
う
め
り
。
亭
主
の
女
房
大
に
は
ら
▼
を
た
て
ゝ
、
此
子
は
や
く
捨
へ
し
。
し
か
ら
ず
は
親
子
と
も
に
こ
ろ
す
べ
し
と
て
い
か
り
た
り
。
力
を
よ
こ
が
ね
ば
ず
此
子
を
す
つ
る
。
推
古
天
皇
の
御
時
金
に
て
菊
の
紋
を
す
へ
た
る
御
手
箱
を
明
神
に
御
寄
進
あ
り
。
此
子
を
練
貫
の
絹
に
つ
ゝ
み
か
の
手
箱
の
か
け
ご
に
入
て
賀
茂
川
の
辺
に
捨
た
り
。
宝
応
元
年
八
月
の
事
な
る
に
、
土
御
門
の
大
納
言
と
云
人
賀
茂
の
明
神
に
通
夜
し
て
暁
下
向
あ
る
に
、
河
原
に
ち
い
さ
き
も
の
ゝ
鳴
声
し
け
れ
ば
、
人
を
つ
か
は
し
て
見
せ
ら
れ
け
り
。
か
―１０―
み
づ
か
ら
へ
り
て
し
か


と
申
た
り
。
此
子
め
し
よ
せ
自
懐
に
入
て
家
に
か
へ
り
こ
れ
を
養
育
せ
ら
る
ゝ
に
利
根
な
る
事
世
に
す
ぐ
れ
た
り
。
し
か
れ
ば
山
門
に
の
ぼ
▲
せ
て
出
家
さ
せ
ら
る
ゝ
に
、
学
問
人
に
す
ぐ
れ
ほ
ど
な
く
貴
僧
と
成
、
名
は
尊
弁
僧
正
と
申
也
。
卅
三
の
時
嵯
峨
の
釈
迦
堂
に
て
説
法
あ
り
。
さ
て
か
の
母
の
侍
従
公
は
子
を
す
て
た
る
事
を
歎
き
て
頓
て
出
家
し
比
丘
尼
に
な
り
諸
国
を
ま
は
り
霊
仏
に
ま
ふ
で
、
捨
た
る
子
の
後
世
を
も
と
ふ
ら
ひ
我
身
の
後
生
を
も
祈
り
け
る
に
、
卅
三
年
と
い
ふ
時
、
は
や
や
う


老
身
と
な
れ
は
古
郷
の
恋
し
さ
に
、
都
を
さ
し
て
の
ぼ
ら
る
ゝ
所
に
、
折
節
嵯
峨
に
こ
そ
貴
人
の
御
説
法
あ
り
と
て
貴
賤
上
下
ま
い
る
を
見
て
、
さ
ら
ば
ま
い
ら
ん
と
思
ひ
嵯
峨
へ
ぞ
参
ら
れ
け
り
。
釈
迦
堂
へ
参
、
説
法
を
ち
や
う
も
ん
あ
る
に
、
殊
勝
さ
中


申
も
お
ろ
か
也
。
又
彼
御
僧
を
つ
く


と
見
る
に
、
何
と
や
ら
ん
我
ら
か
古
の
妻
の
面
か
け
に
似
た
れ
ば
床
し
く
て
、
諸
人
は
皆
下
向
あ
れ
ど
も
此
比
丘
尼
一
人
は
僧
正
に
た
づ
ね
申
度
事
有
と
て
と
ま
り
、
諸
人
か
へ
り
畢
て
後
に
僧
正
の
ま
へ
に
参
り
申
さ
る
ゝ
や
う
は
、
そ
つ
じ
な
れ
ど
も
ふ
し
ん
に
存
る
事
あ
る
ゆ
へ
に
た
づ
ね
申
也
。
さ
て
も
僧
正
の
御
里
は
い
づ
く
ぞ
、
又
い
か
な
る
人
の
御
子
に
て
ま
し
ま
す
ぞ
と
と
ひ
た
ま
ふ
。
僧
正
の
仰
に
は
我
に
父
母
な
し
、
す
て
子
な
り
と
い
ひ
て
件
の
ご
と
く
か
た
り
給
ふ
。
比
び
く
に
は
こ
れ
を
聞
て
猶
々
ふ
し
ん
に
思
ひ
、
あ
は
れ


其
手
箱
の
か
け
ご
を
御
み
せ
あ
れ
と
所
望
す
。
僧
正
は
手
箱
の
か
け
こ
を
取
よ
せ
て
彼
比
丘
尼
に
み
せ
ら
れ
け
り
。
び
く
に
は
此
か
け
ご
を
も
ち
て
急
ぎ
賀
茂
に
行
、
古
の
我
妻
に
尋
合
て
此
よ
し
を
語
け
り
。
其
時
神
主
や
が
て
か
の
手
箱
を
取
合
て
み
る
に
少
も
ち
が
は
す
。
其
時
父
母
子
諸
共
に
我
こ
そ
誠
の
母
な
れ
父
な
れ
子
な
れ
と
名
乗
あ
ひ
た
り
。
其
時
の
歌
に
、
玉
手
箱
中
に
か
け
ご
の
な
か
り
せ
ば
ふ
た
み
に
そ
へ
て
何
か
あ
ふ
べ
き
と
あ
り
し
也
。
去
程
に
子
程
の
宝
は
こ
れ
な
し
、
た
ゝ
人
は
い
か
や
う
に
も
子
を
ね
が
ふ
べ
き
事
也
。
子
な
き
人
は
行
末
便
な
き
事
也
。
翻
字
に
当
り
、
煩
を
嫌
っ
て
振
り
が
な
を
大
幅
に
省
い
た
。
ま
た
『
ひ
そ
め
草
』
は
中
巻
に
限
っ
て
句
読
点
を
施
さ
な
い
の
で
、
適
宜
こ
れ
を
補
っ
た
。
右
の
引
用
に
▼
と
▲
を
使
っ
て
『
玉
て
は
こ
物
語
』
の
《
図
版
》
に
相
当
す
る
部
分
を
囲
っ
て
み
た
。
こ
の
部
分
と
『
法
華
経
直
談
鈔
』『
ひ
そ
め
草
』
の
本
文
を
較
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
比
較
は
《
図
版
》
に
即
し
て
一
行
ご
と
に
分
け
て
行
う
が
、
ま
ず
『
玉
て
は
こ
物
語
』
の
本
文
を
掲
げ
、『
ひ
そ
め
草
』『
法
華
経
直
談
鈔
』
は
行
頭
を
字
下
げ
し
て
併
置
す
る
。
―１１―
１を
た
て
ゝ
此
子
は
や
く
す
つ
へ
し
し
か
ら
す
を
た
て
ゝ
、
此
子
は
や
く
捨
へ
し
。
し
か
ら
ず
テ立
、
此
子
早
可
レ
捨
。
不
レ
然
２
は
お
や
こ
と
も
に
こ
ろ
す
へ
し
と
て
は
親
子
と
も
に
こ
ろ
す
べ
し
と
て
ニ
テ
者
親
子
共
可
レ
害
レ
之
云
３
い
か
り
た
り
ち
か
ら
を
よ
は
す
此
子
を
い
か
り
た
り
。
力
を
よ
ば
ず
此
子
を
タ
リ
ヲ
嗔
。
不
レ
及
レ
力
此
子
４
す
つ
る
す
い
こ
天
皇
の
御
時
こ
か
ね
に
す
つ
る
。
推
古
天
皇
の
御
時
金
に
ニ
ノ
ニ
テ
捨
也
。
而
推
古
天
王
御
時
金
５
て
き
く
の
も
ん
を
す
へ
た
る
お
ん
て
は
こ
て
菊
の
紋
を
す
へ
た
る
御
手
箱
ノ
ヲ
ヲ
菊
文
ス
ヱ
タ
ル
御
手
箱
６
を
明
神
に
御
き
し
ん
あ
り
此
子
を
ね
を
明
神
に
御
寄
進
あ
り
。
此
子
を
練
ニ
ア
リ
ヲ
明
神
御
奇
進
。
此
子
練
７
り
ぬ
き
の
き
ぬ
に
つ
ゝ
み
か
の
て
は
こ
の
貫
の
絹
に
つ
ゝ
み
か
の
手
箱
の
ノ
ニ
テ
ノ
貫
絹

彼
手
箱
８
か
け
こ
に
入
て
か
も
川
の
へ
ん
に
す
て
た
り
か
け
ご
に
入
て
賀
茂
川
の
辺
に
捨
た
り
。
ニ
テ
ノ
ニ
タ
リ
懸
子
入
、
賀
茂
河
辺
捨
。
１
ほ
う
お
う
く
は
ん
ね
ん
八
月
の
こ
と
な
る
に
宝
応
元
年
八
月
の
事
な
る
に
、
ノ
ナ
ル
ニ
宝
応
元
年
八
月
事
、
２
つ
ち
み
か
と
の
大
な
こ
ん
と
い
ふ
人
か
も
の
土
御
門
の
大
納
言
と
云
人
賀
茂
の
ノ
ト
ノ
土
御
門
大
納
言
云
人
賀
茂
３
明
神
に
つ
や
し
て
あ
か
つ
き
け
か
ふ
あ
明
神
に
通
夜
し
て
暁
下
向
あ
ニ
シ
テ
明
神
通
夜
、
暁
下
向
―１２―
４る
に
か
わ
ら
に
ち
い
さ
き
も
の
ゝ
な
く
こ
ゑ
る
に
、
河
原
に
い
ち
い
さ
き
も
の
ゝ
鳴
声
ル
ニ
ニ
ノ
ク
シ
ケ
レ
ハ
有
、
河
原
少
者
鳴
声
５
し
け
れ
は
人
を
つ
か
は
し
て
み
せ
ら
れ
し
け
れ
ば
、
人
を
つ
か
は
し
て
見
せ
ら
れ
シ
テ
ヲ
遣
レ
人
被
レ
見
也
。
６
け
り
か
へ
り
て
し
か


と
申
た
り
此
子
け
り
。
か
へ
り
て
し
か


と
申
た
り
。
此
子
テ
ト
タ
リ
ヲ
帰
然
然
申
。
此
子
７
め
し
よ
せ
み
つ
か
ら
ふ
と
こ
ろ
に
い
れ
て
め
し
よ
せ
自
懐
に
入
て
ラ
ニ
テ
召
寄
自
懐
入
８
い
へ
に
か
へ
り
し
か
れ
は
さ
ん
も
ん
に
の
ほ
家
に
か
へ
り
〔
こ
れ
を
養
育
せ
ら
る
ゝ
に
利
根
な
る
事
世
に
す
ぐ
れ
た
り
。〕
し
か
れ
ば
山
門
に
の
ぼ
ニ
ヲ
セ
ラ
ル
ヽ
ニ
ナ
ル
ニ
タ
リ
ハ
セ
テ
ニ
家
帰
〔
是
養
育
利
根
事
世
勝
。〕
然
登
二
山
門
一
比
較
の
結
果
と
し
て
言
う
べ
き
は
、
三
者
の
本
文
が
見
せ
る
意
外
な
ま
で
の
近
似
で
あ
る
。
漢
文
と
そ
の
書
き
下
し
と
い
う
程
度
の
違
い
と
呼
ん
で
も
極
論
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
ほ
と
ん
ど
違
い
が
な
い
。
し
か
し
、
し
い
て
指
摘
す
る
な
ら
ば
、《
図
版
》
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
の
う
ち
、
第
一
ペ
ー
ジ
２
行
目
・
同
４
行
目
、
第
二
ペ
ー
ジ
５
行
目
に
見
出
し
た
小
異
三
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
三
例
は
『
法
華
経
直
談
鈔
』
を
メ
イ
ン
に
改
変
し
て
示
す
と
き
、
違
い
が
鮮
明
に
な
る
。
ニ
テ

親
子
共
可
レ
害
レ
之
云
親
子
と
も
に
こ
ろ
す
べ
し
と
て
（
ひ
そ
め
草
）
お
や
こ
と
も
に
こ
ろ
す
へ
し
と
て
（
玉
て
は
こ
物
語
）
ヲ
ニ
ノ

不
レ
及
レ
力
此
子
捨
也
。
而
推
古
天
王
御
時
力
を
よ
ば
ず
此
子
を
す
つ
る
。
推
古
天
皇
の
御
時
（
ひ
そ
め
草
）
ち
か
ら
お
よ
は
す
此
子
を
す
つ
る
す
い
こ
天
皇
の
御
時
（
玉
て
は
こ
物
語
）
シ
テ
ヲ
テ
ト
タ
リ

遣
レ
人
被
レ
見
也
。
帰
然
然
申
。
人
を
つ
か
は
し
て
見
せ
ら
れ
け
り
。
か
へ
り
て
し
か


と
申
た
り
（
ひ
そ
め
草
）。
人
を
つ
か
は
し
て
み
せ
ら
れ
け
り
か
へ
り
て
し
か


と
―１３―
申
た
り
（
玉
て
は
こ
物
語
）
違
い
は
三
例
い
ず
れ
も
仮
名
交
じ
り
文
に
は
馴
染
み
そ
う
に
な
い
漢
文
体
特
有
の
生
硬
な
表
現
の
言
い
換
え
に
も
と
づ
く
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
と
く
に
〔

〕
の
「
被
レ
見
也
」
は
「
見
セ
ラ
ル
ル
ナ
リ
」
と
で
も
読
ま
せ
る
つ
も
り
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
漢
文
体
と
し
て
も
落
ち
着
か
な
い
。
ち
な
み
に
『
法
華
経
直
談
鈔
』
の
古
写
本
の
う
ち
著
シ
テ
ヲ
ル
ニ
者
自
筆
本
と
さ
れ
る
金
台
院
本
で
は
、
こ
の
箇
所
を
「
遣
人
一
被
テ
タ
リ
見
之
、
帰
シ
カ


ト
申
」
と注８
し
、
舌
頭
に
滞
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
異
文
の
箇
所
に
お
い
て
、『
法
華
経
直
談
鈔
』
対
『
ひ
そ
め
草
』『
玉
て
は
こ
物
語
』
と
い
う
二
項
に
対
立
す
る
点
で
あ
ろ
う
。『
ひ
そ
め
草
』
と
『
玉
て
は
こ
物
語
』
と
の
間
に
は
三
例
と
も
漢
字
・
仮
名
の
表
記
の
違
い
を
は
み
出
す
本
文
の
相
違
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
欠
文
の
あ
っ
た
最
終
行
を
別
に
す
れ
ば
、
《
図
版
》
の
ど
こ
に
も
本
文
の
相
違
が
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
さ
ら
に
『
ひ
そ
め
草
』『
玉
て
は
こ
物
語
』
の
両
書
が
『
法
華
経
直
談
鈔
』
と
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
接
触
を
持
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
個
別
に
接
触
し
た
結
果
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
両
書
の
こ
れ
ほ
ど
完
璧
な
一
致
は
あ
り
え
な
い
。
こ
れ
は
『
ひ
そ
め
草
』
と
『
玉
て
は
こ
物
語
』
と
は
、
ど
ち
ら
か
が
ど
ち
ら
か
を
座
右
に
置
い
て
利
用
し
た
と
い
う
関
係
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
《
図
版
》
最
終
行
に
見
出
し
た
欠
文
を
根
拠
に
、
利
用
は
『
ひ
そ
め
草
』
か
ら
『
玉
て
は
こ
物
語
』
へ
と
い
う
流
れ
で
あ
っ
て
そ
の
反
対
は
あ
り
え
な
い
、
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
脱
文
の
あ
っ
た
最
終
行
は
「
い
へ
に
か
へ
り
※
し
か
れ
は
さ
ん
も
ん
に
の
ほ
」
と
い
う
行
文
で
あ
っ
た
が
、
正
保
二
年
板
の
『
ひ
そ
め
草
』
に
よ
っ
て
当
該
箇
所
の
版
面
を
行
替
え
も
そ
の
ま
ま
再
現
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
此
子
め
し
よ
せ
自
懐
に
入
て
家
に
か
へ
り
こ
れ
を
養
育
せ
ら
る
ゝ
に
利
根
な
る
事
世
に
す
ぐ
れ
た
り
し
か
れ
ば
山
門
に
の
ぼ
せ
て
出
家
さ
せ
ら
る
ゝ
に
…
…
こ
こ
か
ら
二
つ
の
事
象
が
看
取
で
き
る
。
脱
文
の
長
さ
が
正
保
二
年
板
の
一
行
分
で
あ
る
こ
と
と
、
※
印
に
相
当
す
る
脱
文
の
前
と
後
に
「
家
に
か
へ
り
」「
世
に
す
ぐ
れ
た
り
」
と
「
り
」
と
い
う
文
字
が
あ
っ
て
ほ
ぼ
横
並
び
に
並
ぶ
こ
と
と
で
あ
る
。
こ
の
先
は
多
言
を
必
要
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
脱
文
は
正
保
二
年
板
の
版
面
に
隣
り
あ
う
二
つ
の
「
り
」
の
間
に
生
じ
た
《
目
移
り
》
の
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
っ
た
注
９
。
こ
こ
に
、
新
出
資
料
の
『
玉
て
は
こ
物
語
』
は
『
ひ
そ
め
草
』
巻
中
第
四
話
の
忠
実
な
写
し
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
結
論
を
『
ひ
そ
め
草
』
と
い
う
作
品
そ
の
も
の
が
―１４―
支
持
す
る
。『
ひ
そ
め
草
』
に
は
右
に
述
べ
た
ご
と
き
《
直
談
》
色
を
拭
い
去
っ
た
う
え
で
の
『
法
華
経
直
談
鈔
』
の
利
用
例
と
し
て
、
中
巻
第
四
話
の
乗
仙
・
尊
弁
捨
子
譚
以
外
に
十
七
話
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
注
１０
。
《
図
版
》
に
か
い
ま
見
た
わ
ず
か
二
ペ
ー
ジ
分
を
も
と
に
全
体
を
推
し
は
か
る
の
は
大
胆
に
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
結
論
を
、
冒
頭
に
引
用
し
た
古
書
目
録
の
《
解
説
》
も
間
接
的
な
が
ら
支
持
す
る
。《
解
説
》
の
最
終
段
落
に
、
同
じ
く
新
出
の
『
あ
か
は
だ
か
物
語
』
に
関
し
て
言
及
が
あ
っ
た
。『
あ
か
は
だ
か
物
語
』
は
装
訂
・
寸
法
・
各
半
丁
行
数
な
ど
を
同
じ
く
し
、
本
文
同
筆
、
し
か
も
和
学
講
談
所
の
旧
蔵
と
い
う
こ
と
で
も
『
玉
て
は
こ
物
語
』
と
共
通
す
る
と
い
う
。『
あ
か
は
だ
か
物
語
』
も
古
書
目
録
に
「
五
四
あ
か
は
だ
か
物
語
江
戸
期
写
一
帙
一
冊
」
と
し
て
『
玉
て
は
こ
物
語
』
同
等
の
ス
ペ
ー
ス
を
割
い
て
載
る
が
、
そ
の
解
説
に
仮
名
草
子
『
為
愚
痴
物
語
』（
寛
文
二
板
）
の
巻
八
「
生
れ
お
つ
る
時
は
無
念
無
想
な
る
事
」
の
一
話
を
ほ
ぼ
マ
ル
写
し
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
古
書
目
録
に
並
ぶ
〔
五
四
〕〔
五
五
〕
の
二
書
を
一
双
に
配
す
る
と
き
、
中
本
、
本
文
同
筆
、
和
学
講
談
所
旧
蔵
と
い
う
書
誌
条
項
の
一
致
に
加
え
て
、『
為
愚
痴
物
語
』
の
一
話
を
内
容
と
す
る
『
あ
か
は
だ
か
物
語
』
に
配
す
る
に
『
ひ
そ
め
草
』
の
一
話
を
写
し
た
『
玉
て
は
こ
物
語
』
と
い
う
構
図
が
鮮
明
に
な
る
。『
あ
か
は
だ
か
物
語
』
と
『
玉
て
は
こ
物
語
』
と
は
、
当
時
の
新
刊
書
か
ら
お
気
に
入
り
の
一
話
を
抜
取
る
シ
リ
ー
ズ
の
よ
う
な
構
想
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
一
冊
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
注
１
臨
川
書
店
「
和
洋
古
書
善
本
特
選
目
録
夏
期
特
集
号
」
十
九
（
平
成
二
二
・
七
）。
２
永
井
義
憲
氏
『
法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔
』（
平
成
三
臨
川
書
店
）
第
四
冊
二
三
七
〜
二
四
○
ペ
ー
ジ
。
底
本
は
慶
安
三
年
林
甚
右
衛
門
板
。
３
索
引
と
い
う
略
号
を
冠
し
て
法
華
経
内
の
所
在
を
示
し
て
み
た
。
索
引
と
は
東
洋
哲
学
研
究
所
編
『『
法
華
経
一
字
索
引
』（
一
九
七
七
同
研
究
所
）
の
こ
と
で
あ
り
、「
七
二
ｄ
一
六
」
と
は
同
書
七
二
ペ
ー
ジ
第
四
段
一
六
行
目
を
意
味
す
る
。
４
注
２
の
五
五
四
ペ
ー
ジ
。
５
池
山
一
切
園
氏
『
法
華
経
直
談
鈔
』（
昭
和
五
四
臨
川
書
店
）
第
三
冊
三
五
八
〜
三
六
一
ペ
ー
ジ
。
底
本
は
寛
永
十
二
年
西
村
又
左
衛
門
板
。
６
注
５
の
四
二
三
〜
四
二
四
ペ
ー
ジ
。
７
坂
本
幸
雄
・
岩
本
裕
氏
『
法
華
経
』（
一
九
七
六
岩
波
文
庫
）
に
よ
っ
て
読
み
下
し
を
添
え
て
み
た
。
８
『
法
華
直
談
抄
』（『
法
華
経
直
談
鈔
古
写
本
集
成
』
四
）
一
二
一
〇
ペ
ー
ジ
。
―１５―
９「
同
じ
よ
う
な
文
言
が
少
し
先
の
行
に
も
あ
っ
た
場
合
、
そ
ち
ら
を
見
て
し
ま
い
（
目
移
り
と
い
い
ま
す
）
そ
こ
ま
で
の
部
分
を
飛
ば
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
」（
堀
川
貴
司
氏
『
書
誌
学
入
門
』
二
○
一
○
勉
誠
出
版
、
一
一
三
ペ
ー
ジ
）。
１０
拙
稿
「『
ひ
そ
め
草
』
考
―
―
中
世
説
話
と
の
関
連
を
中
心
に
―
―
」（『
仮
名
草
子
の
基
底
』
昭
六
一
勉
誠
社
）。
（
わ
た
な
べ
も
り
く
に
・
実
践
女
子
大
学
名
誉
教
授
）
―１６―
